
令和３年度 ＰＴＡ講演会 結果報告 

１ 日 程  令和４年１月２０日（木） ９：３０～１１：３０ 

２ 会 場  本校プレイルーム 

３ 講 師  鈴木宏治先生（茨城大学非常勤講師、県教育委員会人権教育専門研修会講師） 

４ 演 題  「相手の気持ちに立って考える ～みんな違ってそれでいい～ 」 

５ 参加者  １６名 

 全国的に新型コロナウィルスの感染者が急増している中でしたが、講演会を開催することができました。参加者は

申し込み時点では 30名近くいらっしゃいましたが、当日の参加者は職員を含めて 16名でした。 

 鈴木先生のお話の骨子は、以下のようなものでした。 

 

     ①特別支援学校の児童生徒の増加傾向について       ④選択的注意について 

②スペシャルオリンピックスについて                   ⑤映画『みんなの学校』について 

③「障害」という表記について                       ⑥行動分析学者・奥田健次さんの紹介 

  

講演の感想等については、以下のとおりです。来年度は、以前のようにたくさんの保護者にご来校いただき、より充

実した研修会が開催できることを願います。 

○ご意見ご感想等 

 ・本日は講演会ありがとうございました。子供の選択的注意（聴覚・視覚）の体験ができて良かったです。また、機会 

があればお話が聞きたいです。 

 ・子育てのことで知らないことが知れて、参加してよかったです。 

 ・お話を聞けて良かったです。ビデオも観られて良かったです。 

 ・とても勉強になりました。選択的注意の話はすごくおもしろかったです。動作方法もやってみたいと思います。 

 ・今日の講演会、大変勉強になりました。参加できて良かったです。 

 ・貴重な話が聞けました。家でも試してみます。 

 ・もっと早く、色々な情報が分かっていたら、子育ても違ってきたのかなと思いました。鈴木先生のお話は、私の子育 

てや、子供にとって、間違ってなかったんだと希望を持てるお話だったと思いました。すごくほっこりした時間をありが 

とうございました。体験も楽しかったです。 

○来年度、講演会で聴講したい内容 

 ・来年度と言わず、定期的に鈴木先生の講演会を聞きたいです。 

・『みんなの学校』（映画 講演会の中で紹介がありました）を観たいです。 


